
 

 

 

 

 

５月に歯科検診を実施しました。検診を終えて治療が必要だった人に、「受診のおすすめ」を渡しました。受診

して、もう治療は済んでいますか？ 

歯には「再生」がありません。皮膚は、すり傷や切り傷をしても何日か経てば治ります。

爪や髪の毛は、切っても伸びます。ですが、歯はむし歯になったり欠けたりしたら、治療を

しなければ自然に治ることはありません。歯は一生ものです。大切にするために、定期的に

歯科を受診して治療を続けてくださいね。 

また、受診後は「受診報告書」を学校に提出してください。よろしくお願いします。 

 

 

 

歯列とは「歯並び」のこと、咬合とは「歯のかみ合わせ」のことをいいます。「食べ物を食べる」機能、「表情

をつくり、話す」機能、「運動を支え、体のバランスをとる」機能。歯列・咬合は、これらの機能に直接かかわっ

ており、生活の質全体に関係しています。 

 歯列・咬合の不正は、成長の発達段階によって体に影響が見られる場合があります。学校の歯科検診の結果に

記載される歯列・咬合の不正は、主に「反対咬合
はんたいこうごう

」、「上顎前突
じょうがくぜんとつ

」、「歯数
し す う

異常
いじょう

」、「開咬
かいこう

」などがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年 6月 24日 

練馬区立大泉中学校 

6月号 保健室 

歯科検診 歯列・咬合とは・・・・・ 
 

【反対咬合（はんたいこうごう）】 

上下の前歯のかみ合わせが、 

前後逆になっている状態。 

【上顎前突（じょうがくぜんとつ）】 

上の前歯が前方に出ている状態。 

歯や歯を支えている顎が成長できず、発達に遅れが生じます。 

歯周病やむし歯になりやすく、そしゃくや飲み込みに影響が出

たり、口呼吸になってしまったりします。 

【歯数異常（しすういじょう）】 

本来生えてくるべき歯数と 

異なってしまうこと。 

生まれつき歯が欠けていたり、歯が顎の骨に埋まっていたり、本

来生えてくるべき歯の数よりも多く生えたりします。 

手術や歯科矯正が必要な場合もあります。 



 


